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前川燿男区長 記者会見 

 未来に向けて夢を描けるまちづくりを推進 

と き ９月 13 日（水） 午後２時～午後３時 

と こ ろ 練馬区役所（練馬区豊玉北６-１２-１） 

13 日、前川燿男(まえかわあきお)練馬区長が第三回練馬区

議会定例会にあたって記者会見を行った。 

前川区長は会見で障害者福祉の充実について、「練馬区は

23 区の中でも障害者福祉が最も進んだ区の一つ。福祉園数、

訪問系サービス、児童発達支援事業・放課後デイサービスな

どいずれも 23 区で１位、２位など目白押しである。区の調査

では、障害者自身の地域への定住意向も強い。こういう要望

に応えていきたい。練馬区は子育てしやすい街№１と評価が

高く、それと同じように、障害者にとっても、住み心地がよ

く、住み続けたい街にしたいと念願している。私は、障害者

福祉は、東京都で最初に従事し、児童福祉行政に次いで長く 

取り組んできた分野であり、必ず前に進めたい。」と意気込みを語った。このほか、中学校入学準備金

の入学前支給、健康アプリの開始、生産緑地制度の改正、地域おこしプロジェクト等について、区の

取組について述べた。 

 

【障害者福祉の充実】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障害者にとって住み心地がよく、住み続けたい街を目指し、 

「就労支援と職場定着」「生活支援拠点整備」「児童発達支援事業所開設」等に取り組む 

・策定中の障害福祉計画において、これらの課題への対応を反映したサービス供給量を明示する 

・12 月に素案を公表し、パブリックコメントを経て年度内に成案化する 

 

 

【記者会見を行う前川区長】 



【中学校入学準備費の入学前支給】 

・現在、準要保護世帯を対象に、入学準備費を中学入学後の 8 月に支給 

・保護者から一時的に出費が重なり負担が大きいとの声が寄せられた 

・今年度から支給時期を中学入学前の小学 6 年の 3 月に前倒しし、保護者の負担を軽減 

・支給金額（26,860 円）、支給対象数（約 950 人） 

 

【健康アプリ「ねりまちてくてくサプリ」の開始】 

・仕事や子育てで忙しい働く世代向けに、区独自の健康アプリを作成 

・ウォーキング機能では、アプリの地図上にコースが表示され、区内の見どころも紹介 

・体重や血圧、健康診査結果、ウォーキングの目標や達成状況を記録できる 

・11 月 1日から配信を開始する（無料） 

 

【生産緑地制度の改正に伴う区独自の条例制定】 

・区の農地面積は 216 ヘクタール。うち生産緑地は 185 ヘクタール 

・区は、都市農地保全推進協議会の会長として、国に対し農地制度の改善（生産緑地指定制度の改善、

相続に関する規制緩和）を要望し、今年 5 月生産緑地法の改正が実現 

・法改正を受けて、区独自の条例を制定する。 

・都市農地保全には、大きな課題である「貸借に係る規制緩和」が必要であり引き続き他自治体とと

もに国に働き掛ける 

 

【地域おこしプロジェクトを開始】 

 ・70 周年記念事業として「地域おこしプロジェクト」を開始する。 

 ・区民の自由な発想により、練馬の葉店につながる取り組みを募集し 27 団体から 3 団体を選定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事業ごとに全庁から募った区の若手職員を配置。 

・自ら地域課題を発見し、区民とともに考え解決する力を身に着けさせる。 

 

【問合せ】 

内容 所管課（問い合わせ先） 

中学校入学準備費の入学前支給 
学務課管理係 

５９８４－５６４３ 

健康アプリ（ねりまちてくてくサプリ） 
健康推進課庶務係 

５９８４－２４８２ 



 生産緑地制度の改正（条例制定について） 
都市計画課土地利用計画係 

５９８４－１５４４ 

地域おこしプロジェクト 
協働推進課協働推進担当係 

６７５９－９１１９ 

 特別養護老人ホーム等の開設 
高齢社会対策課管理係 

５９８４－１０６８ 

 ロコモ体操（ねりまゆるらく体操） 
健康推進課庶務係 

５９８４－２４８２ 

 骨髄ドナー支援制度の創設 
保健予防課予防係 

５９８４－１０１７ 

 障害者福祉の充実 
障害者施策推進課事業計画係 

５９８４－４６０２ 

 


